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このたび図書館長を拝命しました立野裕幸です。一般教育部門（生物学）の
教員として、長きにわたり教育・研究に図書館を利用してきました。これからは
管理・運営サイドに立って動かなければならないこともあると思います。図書館
は教育と研究を支える学術情報基盤であることを常に意識し、職責を果たして
参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

先日、「図書館」の三文字に引かれ、「日本の最も美しい図書館」という写真集
を購入しました。日本には大学図書館と公共図書館を合わせて約5000館あり、
そのうちの41館がその本に紹介されています。レトロ調の図書館やモダン建築
の図書館だけでなく、学生の勉学意欲を喚起する環境をねらって設計された
大学図書館もあって、楽しめる１冊です。

インターネットで他大学の図書館HPを訪問すると、ラーニング・コモンズを整備する図書館が増えてきていることが
わかります。ラーニング・コモンズとは学生の主体的な学びを支援する場のことで、そこでは学生同士が活発な話し
合いを通して交流し、学修を深めることが期待されています。図書館の１つのフロア全体をラーニング・コモンズに充
てている大学もあります。図書館の中に従来通りの静かな環境と会話のできる環境を両立させる工夫のようです。
紹介するまでもありませんが、本学の図書館も、2015年のリニューアルを機に、南棟１階にディスカッションスペース
を設け、ラーニング・コモンズとして利用できる環境を整えてきました。いつでも集えて自由に学べる空間として、こ
れからも大切に、有効に利用してほしいと願っています。使い勝手はどうかなど機会があれば意見や要望を聞いて
みたいと思っています。
あるテレビ番組で、学生が図書館職員からレポートの書き方のアドバイスを受けている様子が紹介されていました。
学生からすれば、評価者の教員よりも気兼ねなく相談できる職員のほうが親しみやすいと感じることは間違いあり
ません。レポート作成のアドバイスだけでなく、効果的なプレゼンテーション資料の作成など、今後、より直接的な学
修支援が図書館に求められるようになるかもしれません。

新型コロナウイルス感染の波は、1年以上経った今、さらに大きな第３波となって襲来しており、多くの人に恐れと
不安を与えています。今から10年前、東京電力福島第一原子力発電所の事故によって社会不安が広がったとき、
『正しく恐れる』という言葉が使われました。この言葉には、放射線について正確な基礎知識を知ることで適切な対
策を講じることができ、恐れや不安も軽減できるという意味が込められています。この原発事故をきっかけに、中学
理科の新学習指導要領で放射線が扱われることになりました。コロナ禍の今、再び『正しく恐れる』が言われていま
す。今後、新たなウイルス感染症が起きたときのことを考えて、義務教育課程のなかでウイルスや感染症について
基礎知識を学ぶべきとの声も上がっています。正確な基礎知識を知って生活に活かすためには、義務教育だけで
終わるのではなく、継続的な教育が必要だと思います。

2011年放送のテレビドラマ「JIN-仁」の中に、コロリという死の感染症の話が出てきたことを覚えている方も多いと
思います。実際に、人類はこれまで幾度となく感染症の大流行を経験してきました。本学図書館はウイルスや感染
症に関する資料を多数所有しています。その一部をLibrary News No.97でご案内しました。コロナ禍の当事者として、
ウイルスや感染症について知りたいと思っている方は、図書館HPの学内蔵書検索（OPAC）で選書してみてはいか
がでしょうか。
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図書館システムの更新に伴い、1月29日（金）よりOPACとMyOPACも新しくなりました！今度のOPACは大学カラーの
紫が基調のデザインです。
資料の検索方法は以前と同じですが、今回新しく追加された機能や変更された部分もあります。
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■ 春休みの長期貸出実施中です！

1月29日より、春休みの長期貸出を実施中です！
いつもより長く借りることができますので、新学期に向けた予習や気になる小説を

楽しむなど、お気軽にご利用ください。返却期限日は4月9日（金）です。
ただし、卒業予定の方は必ず3月16日（火）まで、3月末で異動予定の方は、

必ず3月31日（水）までに資料の返却をお願いいたします。

■ 来年度の開館日程、特別利用について

来年度の開館については、新型コロナウイルス感染症対策として、当面の間利用制限を継続する予定です。
特別利用についても同様ですが、今後、状況の変化によって開館時間や利用方法など、運用を
変更することもあります。その際は、図書館ホームページや学内メール等でお知らせいたします。
長期間の利用制限で、ご不便をおかけしますが、引き続きご協力をお願いいたします。

検索画面の下に新着図書や貸出ランキングが表示されるようになりました。
貸出ランキングは、年度や分野ごとに絞り込むこともできます。資料探しの
参考にどうぞ！
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今自分が借りている資料の確認や貸出予約、施設予約などは、以前と同じ手順で利用できます。
「横断検索」だけは提供を終了しておりますので、Webから文献複写をお申し込む際は、以下の手順でお願い
します。

Webからの文献申込手順

①図書館ホームページ
のMyOPACからログイン。

②画面上部の「利用者
サービス」にある「文献
複写・貸借申し込み」を
選択する。

③論題、資料名など必要事項を入力し、
画面一番下の「次へ」ボタンを押す。
「申し込みを確定する」が表示されたら
最後にボタンを押して申し込み完了。

郵送での返却もできます。
（送料実費）

ご希望の方は、図書館まで
ご相談ください！


